
2 沿革と主な施設整備年表

京都大学大学院理学研究科附属天文台は花山天文台と飛騨天文台より構成されている。
飛騨天文台は、世界第一級の高分解能をもつドームレス太陽望遠鏡、太陽磁場活動望遠
鏡、東洋一のレンズをもつ 65 cm屈折望遠鏡などを用いて観測の最前線に立ち、花山天
文台は、データ解析研究センターとしての役割を担うと共に、大学院・学部学生の観測研
究実習及びデータ解析研究実習を実施している。

昭和 4年 10月 花山天文台設立
昭和 16年 7月 生駒山太陽観測所 (奈良県生駒郡生駒山)設立
昭和 33年 4月 花山天文台及び生駒山太陽観測所を理学部附属天文台として官制化
昭和 43年 11月 飛騨天文台設立、管理棟・本館・60 cm反射望遠鏡ドーム完工、

60 cm反射望遠鏡を花山天文台より移設、開所式挙行
昭和 47年 3月 生駒山太陽観測所閉鎖
昭和 47年 4月 飛騨天文台に、65 cm屈折望遠鏡及び新館完成、竣工式挙行
昭和 54年 5月 飛騨天文台に、ドームレス太陽望遠鏡完成、竣工式挙行
昭和 63年 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡駆動コンピューター更新
平成 3年 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体パネル一部修理工事完了

飛騨天文台 15 mドーム駆動装置更新工事完了
平成 4年 3月 飛騨天文台に、太陽フレア監視望遠鏡及びドーム完成
平成 8年 3月 花山天文台にデジタル専用回線導入
平成 8年 11月 飛騨天文台研究棟及び管理棟外壁等改修工事施工
平成 9年 3月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に高分解能太陽磁場測定装置新設
平成 10年 10月 飛騨天文台専用道路に光ケーブル敷設工事施工

高速データ通信回線 (384 Kbps)開通
平成 11年 3月 花山天文台 18 cm屈折望遠鏡に太陽Hα単色像デジタル撮影システム完成
平成 11年 11月 花山天文台デジタル専用回線を 128 Kbpsから 1.5 Mbpsに高速化

飛騨天文台研究棟・管理棟改修工事及び管理棟合併浄化槽敷設工事施工
平成 12年 9月 飛騨天文台デジタル通信回線を 1.5 Mbpsに高速化、且つ専用回線に切替え
平成 13年 3月 飛騨天文台 65 cm屈折望遠鏡 15 mドームスリット等改修工事完了
平成 14年 3月 花山天文台建物等改修工事施工
平成 15年 3月 飛騨天文台に太陽活動総合観測システム新設
平成 15年 11月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体冷却システム改修工事完了
平成 18年 3月 飛騨天文台にダークファイバーと岐阜情報スーパーハイウェイを

利用した高速データ通信回線 (100 Mbps)開通
平成 18年 8月 花山天文台にダークファイバー利用の高速データ通信回線 (1 Gbps)開通
平成 20年 12月 飛騨天文台研究棟耐震補強工事施工
平成 22年 3月 フレア監視望遠鏡を飛騨天文台からイカ大学 (ペルー)へ移設
平成 25年 1月 花山天文台が京都市の“京都を彩る建物や庭園”に選定される
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いできごとでした。堀場さんには先年にも、京都財界 4団体に紹介状を書いてくださった
り、様々なアドバイスをくださいました。これまでのご厚意に感謝するとともに、ご冥福
をお祈りします。
さて、荻野さんが花山天文台将来構想ワーキンググループに参加してくださることに

なって将来構想の骨子が固まり、花山天文台将来計画の魅力的な趣意書 (案)ができまし
た (2015年秋)。花山天文台将来構想の始動は 2016年に持ち越されます。
附属天文台全体の研究としては、前年に続き、若者たちの活躍でスーパーフレア研究

が大きく進展しました。M2の野津湧太君が筆頭著者のすばる望遠鏡によるスーパーフレ
ア星の分光観測論文が出版されました。これはケプラー衛星観測から間接的に得られた
スーパーフレア星の自転速度や黒点サイズのデータを、すばる分光観測によって検証した
という重要論文です。つまり太陽のように自転速度の遅い星でも巨大な黒点ができ、スー
パーフレアが起こるということがさらに確からしくなったわけです。また、8月にハワイ
で開催された国際天文学連合 (IAU)総会の際のシンポジウム (No.320, Solar and Stellar

Flares)では、plenary talk (柴田)、invited talk (野上)、oral contributed talk 2件 (前原、
野津湧太)と京大天文台グループは大活躍でした。前原 Nature論文が出た 2012年には、
世界中で誰にも信じてもらえなかった結果が、ついに世界に受け入れられ始めたのです。
2015年末の時点で、附属天文台の人員は 39人になります。内訳は常勤職員 6人 (教員

4人、技術職員 2人)、非常勤職員 16人 (うちPD研究員 5人)、大学院生 16人 (博士 8人、
修士 8人)、宇宙ユニット教員 1人です。このメンバーで、2015年度は、査読雑誌論文 14

編 (附属天文台構成員が第 1著者の論文は 6編)の成果をあげました。また、2015年度に
は、附属天文台より、博士論文 2人、修士論文 4人が生まれ、学部教育でも課題研究 2人、
課題演習 5人が天文台教員の元で研究・演習を終えました。
8月には喜多郎さんとのコラボDVD「古事記と宇宙」の日本語版が完成し、リリース

しました。10月 24日には喜多郎さんが花山天文台応援の野外コンサート (第 3回)を開催
してくださいました。天気に恵まれ素晴らしい野外コンサートとなりました。喜多郎さん
と共にご出演いただいた高橋恵子さん、萩田ユカリさん、海老原真二さん、さらに様々な
面からご支援くださった多くの皆様方に深く感謝申し上げたいと思います。

平成 29年 (2017年) 1月 9日
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 柴田一成
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